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一
九
九
〇
年
年
の
始
め
に
思
う
こ
と

去
年
の
一
月
七
日
は
昭
和
天
皇
の
崩

御
の
日
で
、
本
学
会
幹
事
が
京
都
市
立

看
護
短
大
に
集
い
、
一
九
八
九
年
の
企

画
を
討
議
し
て
い
た
席
に
「
新
し
い
年

号
が
〝
平
成
″
に
決
っ
た
」
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
が
も
た
ら
さ
れ
た
記
念
す
べ
き

一
日
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
六
月
に

は
〝
歌
謡
界
の
女
王
″
美
空
ひ
ば
り
が

逝
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
何

度
も
放
送
さ
れ
る
ひ
ば
り
の
歌
や
映
画

を
聞
い
た
り
見
た
り
し
な
が
ら
、
彼
女

と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
を
生
き
て
き
た
私
は

日
中
・
太
平
洋
戦
争
、
貧
困
と
混
乱
の

戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
の
現
在
ま
で

を
振
り
返
り
、
考
え
る
こ
と
の
多
い
一

年
間
で
し
た
。
一
方
、
世
界
に
眼
を
向

け
て
み
れ
ば
、
中
国
北
京
の
天
安
門
広

場
に
、
ベ
ル
リ
ン
に
、
東
欧
諸
国
に
、

山

　

本

　

捷

　

子

独
裁
・
共
産
社
会
主
義
体
制
か
ら
の
自

由
化
、
民
主
化
を
求
め
る
激
し
い
動
き

で
年
が
暮
れ
、
二
十
世
紀
最
後
の
十
年

間
の
幕
が
明
き
ま
し
た
。
世
界
は
激
動

し
、
社
会
に
は
多
様
な
価
値
観
が
渦
巻

き
、
高
度
な
科
学
技
術
の
進
歩
と
地
球

破
壊
等
々
豊
か
さ
と
裏
返
し
に
世
相
は

益
々
混
屯
と
し
、
う
す
ら
寒
さ
さ
え
覚

え
る
昨
今
で
す
。
そ
の
よ
う
な
世
の
中

で
、
自
分
が
直
接
関
与
し
て
い
る
看
護

・
医
療
・
教
育
の
世
界
は
ど
の
よ
う
に

変
貌
し
て
い
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う

進
ん
で
い
く
の
か
、
そ
し
て
自
分
は
そ

の
中
で
ど
う
あ
り
た
い
の
か
、
等
々
考

え
て
み
ま
す
が
、
答
は
な
か
な
か
簡
単

に
は
み
つ
か
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

歴
史
家
月
・
‖
・
カ
ー
は
著
書
「
歴

史
と
は
何
か
」
　
の
中
で
「
歴
史
と
は
現

在
と
過
去
と
の
対
話
で
あ
る
。
現
在
に

生
き
る
私
た
ち
は
、
過
去
を
主
体
的
に

と
ら
え
る
こ
と
な
し
に
未
来
へ
の
展
望

を
た
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
　
と
言
っ

て
い
ま
す
。

過
去
の
出
来
ご
と
や
生
活
の
状
況
を

知
る
と
い
う
こ
と
は
、
未
知
な
る
も
の

へ
の
探
求
と
し
て
そ
れ
な
り
に
楽
し
い

も
の
で
す
。
吉
野
ヶ
里
遺
跡
が
人
気
を

集
め
て
い
る
の
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
歴
史
探
求
は
過
去
の

出
来
ご
と
の
堀
り
起
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
意
味
を
も
追
求
す
る
奥
深
さ
が
あ

る
よ
う
で
す
。
「
昭
和
が
終
っ
た
」
と

い
う
言
葉
に
は
、
「
昭
和
」
　
の
歴
史
を

改
め
て
認
識
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
去
年
に
続
く
今
年

も
ま
た
私
達
の
過
去
を
た
ど
り
、
そ
の

意
味
を
考
え
、
未
来
へ
の
礎
を
固
め
る

作
業
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
も
の
と
思
い

ま
す
。さ

て
、
一
九
九
〇
年
の
今
年
、
看
護

歴
史
に
関
心
を
も
つ
者
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、

そ
の
一
つ
は
日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
看

護
婦
養
成
開
始
百
周
年
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
こ
の
四
月
か
ら
看

護
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
改
正
さ
れ
る

こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
昨
年
は
一
八
八
八
年
に
わ
が
国
で

四
つ
の
看
護
婦
養
成
機
関
か
ら
組
織
的

な
訓
練
を
受
け
た
看
護
婦
が
巣
立
っ
て

以
来
、
百
年
の
記
念
の
年
で
し
た
。
そ

の
二
年
後
に
日
本
赤
十
字
社
の
看
護
婦

養
成
が
始
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
背
景
に
あ
る
も
の
、
前
の
四
校
と
の

違
い
、
そ
の
当
時
の
日
本
や
世
界
の
状

況
、
戦
争
だ
け
で
な
く
社
会
の
動
き
と

日
赤
看
護
婦
の
活
動
と
の
関
係
…
等
々

興
味
は
つ
き
ま
せ
ん
。
今
年
は
日
赤
の

看
護
婦
の
こ
と
を
じ
っ
く
り
考
え
る
絶

好
の
機
会
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
に
つ
い
て
は

わ
が
国
の
看
護
な
い
し
は
看
護
学
を
、

変
化
す
る
社
会
に
対
応
さ
せ
、
専
門
職

と
し
て
確
立
さ
せ
る
た
め
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
も
の
と
期
待
を
し
て
い
ま

す
が
、
具
体
的
な
教
育
の
場
で
は
「
看

護
歴
史
」
　
の
授
業
の
位
置
づ
け
、
あ
る

い
は
「
歴
史
的
視
点
」
　
の
教
育
的
価
値

が
問
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
実
際
短
縮
さ
れ
る
時
間
の
中
で
、
い

か
に
学
生
の
興
味
や
関
心
を
喚
起
し
、

効
果
的
な
授
業
を
展
開
す
る
か
は
、
看

護
歴
史
を
担
当
す
る
教
師
の
腕
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
自
分
自

身
が
看
護
歴
史
を
楽
し
み
な
が
ら
授
業

を
展
開
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
史
料
の
収

集
か
ら
適
切
な
史
料
批
判
な
ど
、
歴
史

研
究
の
ス
テ
ッ
プ
を
確
実
に
踏
み
進
め

l



1990年3月30日　　　　　　日本看護歴史学会会報　　　　　　　　　　　第7号

る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
今
年
も
、

志
を
同
じ
に
す
る
こ
の
学
会
で
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
四
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
大
会
お
よ
び

関
連
行
事
の
日
程
き
ま
る
。

日
本
看
護
歴
史
学
会

大
会
事
務
局
　
宛

※
封
書
に
は
　
「
研
究
報
告
申
込
み
書

在
中
」
　
と
朱
書
の
こ
と
。

四
、
応
募
締
切
り

一
九
九
〇
年
五
月
三
十
一
日
（
木
）

五
、
研
究
発
表
採
用
決
定
通
知
発
送

一
九
九
〇
年
六
月
三
十
日
　
（
土
）

去
る
一
月
七
日
の
幹
事
会
に
お
い
て

一
九
九
〇
年
度
の
第
四
回
大
会
お
よ
び

関
連
行
事
を
次
の
よ
う
に
開
催
す
る
こ

と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
次
号
で
再
度
御
連
絡
い
た
し

ま
す
。

会
場
日
本
赤
十
字
看
護
大
学

会
期
8
月
1

8
日
冨
8
月
1

9
日
（
且

第
一
日
（
8
月
1

8
日
）

Z
寺

12
時
3
0
分
～

13
時
～
1
4
時
3
0
分

「
歴
史
研
究
の
基
礎
」

開
　
　
場

受
付
開
始

講
　
　
演

15
時
～
16
時

講
師
　
　
交
渉
中

会
員
に
よ
る
研
究
報
告

16
時
～
7
寺

18
時
～
2
0
時

第
二
日
（
8
月
1

9
日
）

9
時
～
㍑
時

総
　
　
会

懇
親
会

分
科
会

13

時

～

13

時

3

0

分

分

科

会

経

過

報

告

13

時

45

分

～

16

時

3

0

分

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

看

護

史

研

究

の

実

践

」

シ

ン

ポ

ジ

ス

ト

小

南

吉

彦

氏

（

ナ

イ

チ

ン

ゲ

ー

ル

研

究

会

）

他

二

名

交

渉

中

研

究

報

告

の

募

集

に

つ

い

て

研

究

報

告

を

募

集

い

た

し

ま

す

。

応

募

さ

れ

る

方

は

、

次

の

要

領

で

、

大

会

事

務

局

へ

郵

送

し

て

下

さ

い

。

一

、

研

究

報

告

の

テ

ー

マ

二

、

要

旨

（

研

究

目

的

、

史

料

収

集

の

方

法

、

結

果

の

概

要

お

よ

び

結

論

等

柵

字

詰

原

稿

用

紙

・

縦

書

B

5

判

・

二

～

三

枚

）

三

、

報

告

書

送

付

先

2

8

0

千

葉

市

亥

鼻

丁

八

⊥

〒

千

葉

大

学

看

護

学

部

高

橋

み

や

子

研

究

室

気

付

分
科
会
活
動
を

皆
で
盛
り
あ
げ
よ
う

高
　
橋
　
み
や
子

大
会
時
の
分
科
会
は
、
研
究
領
域
別

の
藁
ま
り
で
、
本
学
会
で
重
視
し
て
い

る
事
の
ひ
と
つ
で
す
。
一
度
開
い
た
分

科
会
は
継
続
し
、
さ
ら
に
既
成
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
分
科
会
を
つ
ぎ

つ
ぎ
と
開
い
て
研
究
成
果
を
蓄
積
し
て

行
き
、
遠
い
将
来
、
看
護
史
学
を
体
系

化
し
確
立
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

分
科
会
を
活
発
に
す
る
た
め
に
は
、

一
分
科
会
に
二
～
三
名
の
話
題
提
供
者

が
い
る
こ
と
と
、
会
員
が
主
体
的
に
参

加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
次
に
、
第

三
回
大
会
ま
で
の
分
科
会
の
話
題
提
供

者
と
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

参
考
に
し
て
、
奮
っ
て
分
科
会
活
動

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

※
文
学
・
映
像
に
見
る
看
護
…
高
田
節

子
他
、
五
十
嵐
節
「
讃
岐
典
待
日
記
」

、
小
山
千
加
代
「
病
草
紙
に
み
る
　
（
病

）
　
と
　
（
病
人
）
　
の
と
ら
え
方
」

※
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
…
三
村
公
子
他
、

上
岡
澄
子
「
わ
が
国
に
お
け
る
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
受
容
」

※
看
護
教
育
史
…
藤
村
龍
子
他
、
同
氏

「
看
護
教
育
史
に
お
け
る
研
究
課
題
と

視
座
」
、
同
氏
・
山
崎
雅
代
「
改
正
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
歴
史
的
視
点
か
ら
み
る
」

※
O
H
Q
…
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子
他
、

同
氏
「
戦
後
の
占
領
政
策
と
看
護
改
革

」
、
田
中
幸
子
　
「
G
H
Q
に
よ
る
民
主

化
政
策
－
看
護
改
革
の
導
入
」

※
臨
床
看
護
史
…
大
西
雅
子
「
記
念
誌

か
ら
み
た
大
学
病
院
に
お
け
る
看
護
衣

の
変
遷
－
近
代
史
を
中
心
に
ー
」
、
鵜

沢
陽
子
「
官
制
心
得
等
か
ら
み
た
近
代

看
護
管
理
者
の
名
称
、
定
員
、
地
位
、

職
務
の
変
遷
に
つ
い
て
」

※
療
看
護
史
・
疾
病
看
護
史
…
白
川
康

一
「
療
看
護
史
」

※
宗
教
と
看
護
…
吉
田
弘
子
「
仏
教
と

看
護
」

※
公
衆
衛
生
看
護
…
佐
々
木
美
幸
「
鳥

取
県
に
お
け
る
農
村
保
健
婦
養
成
の
は

2
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じ
ま
り
」

※
助
産
・
助
産
婦
の
歴
史
‥
・
岡
崎
寿
美

子
他
、
小
野
清
美
「
女
の
性
と
便
所
と

の
係
わ
り
の
視
点
か
ら
探
る
」

※
各
国
史
…
鈴
木
美
恵
子
「
中
国
の
看

護
」
、
白
川
康
一
「
西
ド
イ
ツ
の
看
護
」

※
生
活
文
化
と
看
護
…
門
脇
ツ
ヤ
子
他
、

看
護
思
想
史
…
瀬
戸
文
代
他
、
日
本
赤

十
字
社
の
看
護
…
吉
川
龍
子
他
、
小
児

看
護
史
…
江
崎
フ
サ
子
他
、
社
会
と
看

護
…
横
山
嘉
子
他
　
　
　
　
　
　
以
上

話
題
捉
供
者
の
募
集
に
つ
い
て

テ
ー
マ
、
参
加
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
亜

字
以
内
、
参
加
者
の
準
備
等
も
含
む
）

を
分
科
会
担
当
高
橋
ま
で
郵
送
し
て
下

さ
い
。
封
書
に
は
　
「
話
題
提
供
申
込
み

書
在
中
」
と
朱
書
の
こ
と
。
応
募
〆
切

り
四
月
十
五
日

千
葉
・
東
京
地
区
研
究
会

第
九
回
定
例
会
の

御
案
内

日
時
　
三
月
三
十
一
日
（
土
）
、
午
儀

二
時
～
四
時

場
所
　
千
葉
県
立
衛
生
短
期
大
学
、
学

生
指
導
室
A

話
題
提
供
書
と
内
容
　
富
田
幾
枝
氏

「
『
病
林
六
尺
』
　
『
仰
臥
漫
録
』
に
み

る
子
規
の
看
護
像
」

問
い
合
せ
先
　
〇
四
七
二
－
七
二
－
一

七
一
一
　
小
野
清
美
氏

御
参
加
の
方
は
、
当
日
、
直
接
会
場
に

お
こ
し
下
さ
い
。
　
（
文
責
高
橋
み
）

一
九
九
〇
年
度
幹
事
選
挙

投
票
行
わ
れ
る
。

－
投
票
率
は
二
四
、
二
％
－

一
九
九
〇
年
一
月
一
日
消
印
有
効
で

幹
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
者

五
二
通
で
、
全
て
が
有
効
票
で
し
た
。

各
会
員
の
得
票
数
を
報
告
し
ま
す
。

「
敬
称
略
」
亀
山
美
知
子
　
四
九
票
、

氏
家
幸
子
　
四
〇
票
、
高
橋
み
や
子

三
五
票
、
山
崎
雅
代
　
三
四
票
、
山
本

捷
子
　
三
二
票
、
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子

三
一
票
、
藤
村
龍
子
　
三
〇
票
、
福
本

恵
一
九
票
、
草
刈
淳
子
一
九
票
、

洲
脇
絢
子
一
八
票
、
高
田
節
子
一

七
票
、
鵜
沢
陽
子
　
二
言
誓
五
十
嵐

節
一
一
票
、
吉
川
龍
子
一
〇
票
、

都
築
公
　
八
票
ふ
　
以
上
が
十
五
位
ま
で

で
す
が
、
以
下
は
票
数
で
ま
と
め
て
報

告
し
ま
す
。

七
票
は
、
小
玉
香
津
子
、
青
木
う
め

子
。
五
票
は
山
田
重
子
、
依
田
和
美
、

遠
藤
恵
美
子
、
加
藤
光
宝
、
渡
部
尚
子
。

四
票
は
江
崎
フ
サ
子
、
中
込
仁
、
鈴
木

美
恵
子
。
三
票
は
木
村
秀
昭
、
増
本
書

枝
、
大
平
政
子
、
小
野
清
美
、
武
藤
美

和
、
内
藤
寿
喜
子
。
二
票
は
、
佐
々
木

美
幸
、
白
川
康
一
、
宮
里
和
子
、
杉
本

郁
子
、
伊
藤
幸
子
、
渡
辺
喜
美
子
、
名

原
寿
子
。
一
票
は
、
本
田
玉
女
、
赤
澤

靖
子
、
川
中
洋
子
、
佐
藤
雅
美
、
瀬
戸

文
代
、
門
脇
ツ
ヤ
子
、
花
鳥
具
子
、
秋

山
智
、
森
英
俊
、
石
田
純
郎
、
宮
田
茂

子
、
淘
江
七
海
子
、
小
山
千
加
代
、
田

中
幸
子
、
浦
野
シ
マ
、
吉
崎
弘
之
、
赤

松
彰
子
、
中
安
み
ど
り
、
焼
山
和
憲
、

西
片
久
美
子
、
玄
田
公
子
、
阿
部
美
津

子
、
関
口
久
美
子
、
伊
賀
重
子
、
山
本

も
と
子
、
岡
崎
寿
美
子
、
田
中
多
津
子

祖
父
江
育
子
、
武
藤
勝
治
、
鈴
木
一
子

高
嶋
妙
子
、
山
根
久
子
、
森
益
美
、
杉

野
元
子
、
上
岡
澄
子
、
高
橋
俊
子
、
青

山
和
子
、
川
島
和
子
、
筒
井
ト
キ
、
片

岡
千
雅
子
、
野
島
幸
子
、
杉
山
ま
す
江

以
上
の
通
り
で
し
た
。

な
お
、
三
月
末
日
ま
で
に
上
位
の
各

氏
宛
幹
事
就
任
に
つ
い
て
諾
否
を
問
い

合
わ
せ
を
し
ま
す
。
十
名
決
定
し
次
第

一
九
九
〇
年
度
幹
事
と
し
て
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
　
青
木
う
め
子

赤
松
　
彰
子

神
永
　
絢
子

な
お
、
同
数
者
名
の
順
は
名
簿
に
従

い
ま
し
た
の
で
ご
了
承
下
さ
い
ま
せ
。

「
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌

投
稿
規
程
」

従
来
の
投
稿
規
程
の
五
項
目
に
追
加

修
正
が
あ
り
ま
す
。
御
留
意
下
さ
い
。

一
、
論
又
原
稿
は
未
発
表
の
も
の
に
限

る
。

二
、
原
稿
用
紙
は
原
則
と
し
て
B
5
判

四
〇
〇
字
詰
縦
書
き
を
用
い
る
。

三
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
特
に
枚

数
を
指
定
す
る
も
の
以
外
の
論
文
原
稿

は
、
原
稿
用
紙
五
〇
枚
以
内
と
す
る
。

図
版
・
写
真
な
ど
は
一
葉
を
原
稿
用
紙

一
枚
分
と
み
な
す
。

四
、
論
文
原
稿
に
は
必
ず
原
稿
用
紙
一

な
い
し
二
枚
の
要
約
を
添
付
す
る
。

五
、
原
稿
に
は
表
紙
を
付
し
、
表
題
、

英
文
表
題
、
著
者
名
、
所
属
機
関
名
、

連
絡
先
を
表
記
し
、
編
集
委
員
会
事
務

3
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局
宛
に
送
付
す
る
。

六
、
特
に
、
編
集
委
員
会
が
必
要
と
認

め
る
場
合
に
は
、
掲
載
料
を
徴
収
す
る

こ
と
が
あ
る
。

編
集
委
員
会
事
務
局

慶
鷹
義
塾
看
護
短
期
大
学

東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
三
五

藤
　
村
　
龍
　
子

掲
載
原
稿
の
〆
切
日
、
毎
年
十
二
月

二
十
日

（
－
部
分
が
追
加
修
正
）

看護学生の哲学入門

を轟二．‾‥「岩塩訟 ㌣．）桐，
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日本看護歴史学会第3回大会　収支決算報告書

匝丞
繰越金　　　　　　　　　　　　　　　91，813

大会参加費（54人）　　　　　　　162，000
懇親会参加費（22人）　　　　　　110，000

本会総会費　　　　　　　　　　　　　50，000
413，813

130，000

合計

匡回
講師謝金・車代・旅費

（講演者35，000　放談会2人95，000）
12，000

21、560

0

2，200

7，312

アルバイト貸金

（3，000×2人×2日）

昼食代

会場利用料

コピー代

通信費・諸雑費
（接待，事務用晶，記録用品通信費等）

70，350

44，000

287，422

懇親会

（料理57，500　　飲物12、850）
懇親会参加者返金

（＠2，000×22人）

合計
差引残高　413、813－287、422＝126．391

（次年度大会費用へ繰越）

書
簡
烏
よ
り

新
入
会
員
紹
介

（
，
9
0
年
2
月
2
0
日
現
在
）

○
浜
田
博
子
〒
7
3
3
広
島
市
西
区
山
手

町
2

3
－
慾

○
橋
岡
由
美
子
〒
7
3
3
広
島
市
西
区
楠

木
町
1
丁
目
1

6
－
4

0
園
尾
美
津
枝
〒
7

3
1
－
02
広
島
市
安

佐
北
区
亀
山
5
丁
目
4

1
－
2
3

0
山
根
節
子
〒
2

7
3
船
橋
市
市
場
3
↑

目
3
番
1
号
財
団
法
人
復
光
会
船
橋

看
護
専
門
学
校

○
名
原
寿
子
〒
1

5
4
東
京
都
世
田
谷
区

下
馬
5
－
1

0
－
5

0
奥
仲
三
津
子
〒
攣
向
槻
市
土
室
町

3
－
2
2

0
大
村
春
子
〒
脱
藤
沢
市
湘
南
台
1

－
3
8
－
3

0
沖
寿
子
〒
1

7
3
東
京
都
板
橋
区
氷
川

町
4

7
－
9
－
佗

※
住
所
変
更
さ
れ
た
方
は
、
お
手
数
で

も
本
会
事
務
局
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

編
集
後
記

イ
ス
ラ
エ
ル
の
こ
と
わ
ざ
に
、
〝
先

生
か
ら
は
多
く
を
、
仲
間
か
ら
は
も
っ

と
多
く
を
学
ぶ
も
の
だ
〃
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
私
は
3
年
余
の
間
に
、
こ
の

歴
史
の
仲
間
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
。
そ
れ
は
〝
ず
し
り
″
と
重
い
心
の

宝
と
い
え
る
。
　
　
　
　
（
山
）

会費納入のお願い

会費未納の方々は，至急，下記の

郵便振替口座へ御送金下さい。

（年会費3，000円）

京都1－52185　日本看護歴史学会

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
七
号

編
集
・
発
行
責
任
者

675－01

加
古
川
市
平
岡
町
新
在
家
3
0

兵
庫
女
子
短
期
大
学
内

2

－
T

頒
価
　
三
百
円

山
崎
　
雅
代

－4－


